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１
．
全
国
に
ま
た
が
る
11
の
事
例
の

傾
向
と
分
類

　
2
0
2
0
年
9
月
に
「
実
践
か
ら
学
ぶ
地
方

創
生
と
地
域
金
融
」（
学
芸
出
版
社
）
を
発
刊
し

た
。
本
書
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
で
あ
る

江
口
晋
太
朗
氏
と
の
共
著
で
、
地
域
金
融
機
関

が
関
わ
る
地
方
創
生
事
例
を
取
り
上
げ
た
も
の

だ
。
全
国
に
ま
た
が
る
11
の
事
例
は
、
小
さ
な

事
例
か
ら
数
多
く
の
自
治
体
を
巻
き
込
ん
だ
大

き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
様
々
な
も
の
が
あ
る
。

　
事
例
に
出
て
く
る
金
融
機
関
を
業
態
別
で
み

る
と
、
地
方
銀
行
３
、
信
用
金
庫
３
、
信
用
組

合
４
、
全
業
態
が
関
わ
る
事
例
１
と
な
っ
て
い

る
。
比
較
的
小
規
模
な
金
融
機
関
の
事
例
が
中

心
に
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
信
用
組
合
は
最
多

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
2
人
の
著
者
が
、
特
段

業
態
別
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
ず
に
、「
い
い

な
」
と
思
え
る
事
例
を
探
し
て
選
ん
で
い
く
中

で
、
結
果
と
し
て
そ
う
な
っ
た
の
で
あ
る
。
信

用
組
合
の
よ
う
な
相
互
扶
助
が
ベ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
協
同
組
織
の
方
が
「
地
方
創
生
」
と
親

和
性
が
高
い
戦
略
を
取
れ
る
か
ら
だ
と
思
う
。

２
．
信
用
組
合
の
事
例
紹
介

　
以
下
で
は
、「
実
践
か
ら
学
ぶ
地
方
創
生
と

地
域
金
融
」
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
信
用
組
合

の
４
事
例
を
要
約
し
て
紹
介
し
た
い
（
他
の
業

態
の
事
例
か
ら
学
べ
る
こ
と
も
多
い
。
本
書
を

読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
、嬉
し
い
限
り
で
あ
る
）。

⑴
秋
田
県
信
用
組
合
（
田
舎
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
ク
ラ
ブ
）

秋
田
県
で
は
、
県
内
の
25
市
町
村
の
う
ち
24

が
消
滅
可
能
性
都
市
と
さ
れ
て
い
る
。
地
域
が

消
滅
す
れ
ば
、
自
分
達
の
信
用
組
合
も
な
く
な

る
。
そ
う
し
た
強
い
危
機
感
を
持
っ
た
金
融
マ

ン
が
秋
田
県
信
用
組
合
の
理
事
長
で
あ
る
北
林

さ
ん
だ
っ
た
。

寄稿トピックス

金融経営研究所　所長

山口 省蔵

実
践
か
ら
学
ぶ
地
方
創
生
と
地
域
金
融

　筆
者
は
、
9
月
に
「
実
践
か
ら
学
ぶ
地
方
創
生
と
地
域
金
融
」
を
出
版
し
た
。

本
稿
で
は
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
た
信
用
組
合
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、

地
方
創
生
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
地
域
金
融
機
関
に
共
通
し
た
ス
タ
ン
ス
は
、

今
回
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
い
。
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北
林
さ
ん
は
、
2
0
1
0
年
に
、
事
業
意
欲

が
旺
盛
な
会
員
に
絞
っ
た
「
田
舎
ベ
ン
チ
ャ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
」
を
作
り
、
新
規
事
業
の
立

ち
上
げ
の
勉
強
会
を
開
始
し
た
。
本
で
は
、
こ

こ
か
ら
生
ま
れ
た
に
ん
に
く
栽
培
や
ど
じ
ょ
う

養
殖
の
産
地
化
ま
で
の
奮
闘
に
つ
い
て
書
い
て

あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
に
ん
に
く
栽
培
に
つ
い

て
の
み
紹
介
し
た
い
。

　
2
0
1
1
年
3
月
に
、
田
舎
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
建

設
業
者
3
社
に
よ
っ
て
、
に

ん
に
く
を
作
る
農
業
法
人
し

ら
か
み
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
が
設

立
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
民

主
党
政
権
の
時
期
で
あ
る
。

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
」
と
の
う
た
い
文
句
の
下
、

公
共
工
事
が
激
減
し
て
お
り
、

地
方
の
建
設
会
社
は
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
た
。
一
方
で
、

秋
田
で
は
、
耕
作
放
棄
地
が

増
え
て
い
た
。「
使
わ
れ
て

い
な
い
建
設
機
械
で
耕
作
放

棄
地
を
耕
す
」
と
い
う
ア
イ

デ
ア
の
中
で
、「
に
ん
に
く

は
ど
う
か
」
と
い
う
話
に

な
っ
た
。
に
ん
に
く
は
、
寒

い
場
所
の
方
が
品
質
が
よ
く

な
る
の
で
、
秋
田
県
の
気
候
に
向
い
て
い
た
。

　
に
ん
に
く
の
生
産
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
販

売
で
問
題
が
生
じ
た
。
し
ら
か
み
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
の
面
々
は
、
最
初
に
栽
培
し
た
に
ん
に
く
の

販
売
を
交
渉
し
た
と
き
、
卸
業
者
か
ら
10
t

ト
ラ
ッ
ク
1
台
分
を
「
7
，0
0
0
円
」
と
言

わ
れ
て
愕
然
と
し
た
。
卸
業
者
は
こ
う
言
っ
た
。

「
秋
田
は
に
ん
に
く
の
産
地
で
は
な
い
で
し
ょ
う
」

　
日
本
で
売
ら
れ
て
い
る
に
ん
に
く
の
８
割
は

中
国
産
等
の
海
外
産
で
あ
る
。
青
森
の
よ
う
な

ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
し
た
産
地
の
に
ん
に
く
な
ら

高
く
買
え
る
。
し
か
し
、
秋
田
の
に
ん
に
く
は
、

そ
う
で
は
な
い
。
競
争
相
手
は
海
外
産
と
な
り
、

買
い
叩
か
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
ビ
ジ
ネ
ス

に
な
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
秋
田
県
信
用
組
合
と
し
ら
か
み

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
は
、
に
ん
に
く
を
発
酵
さ
せ
て
、

「
黒
に
ん
に
く
」
に
し
て
、
自
分
達
で
売
る
こ

と
に
し
た
。
北
林
さ
ん
は
、
青
森
県
信
用
組
合

に
、
黒
に
ん
に
く
の
生
産
者
の
紹
介
を
お
願
い

し
た
。
黒
に
ん
に
く
加
工
の
ノ
ウ
ハ
ウ
吸
収
は
、

信
用
組
合
の
連
携
が
も
た
ら
し
た
。

　
黒
に
ん
に
く
は
、
甘
い
フ
ル
ー
ツ
の
よ
う
な

味
わ
い
に
な
る
。
し
か
も
、
発
酵
す
る
と
、
に

ん
に
く
に
含
ま
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
20
倍

に
な
る
。
に
ん
に
く
自
体
が
も
と
も
と
身
体
に

い
い
食
物
な
わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
健
康
食
品
に

な
る
わ
け
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
た
め
、

商
品
名
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。

　
か
く
し
て
、「
白
神
フ
ル
ー
ツ
黒
に
ん
に

く
」
は
で
き
あ
が
っ
た
。
現
在
、「
白
神
フ

ル
ー
ツ
黒
に
ん
に
く
」
は
一
袋
1
0
0
ｇ
で

7
0
0
円
以
上
で
売
っ
て
い
る
。
か
つ
て
10
ｔ

7
，0
0
0
円
と
言
わ
れ
た
秋
田
の
に
ん
に
く

は
、
10
ｔ
な
ら
7
，0
0
0
万
円
と
、
１
万
倍

の
価
格
に
な
っ
た
。

　
秋
田
県
信
用
組
合
は
、
支
店
の
店
頭
を
含
め
、
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様
々
な
場
所
で
、
物
産
展
を
開
き
、
に
ん
に
く

を
売
っ
た
。
に
ん
に
く
を
売
る
信
用
組
合
の
職

員
は
、
農
業
体
験
で
に
ん
に
く
の
栽
培
に
も
関

与
し
て
い
る
。「
私
が
作
っ
た
に
ん
に
く
で

す
」
と
言
っ
て
売
る
。
職
員
は
、
自
分
が
作
っ

た
も
の
を
自
分
で
売
る
こ
と
の
嬉
し
さ
を
知
る

と
同
時
に
、「
秋
田
の
将
来
の
た
め
に
新
産
業

を
育
成
し
て
い
る
」
と
い
う
気
概
を
持
っ
た
。

　
秋
田
県
信
用
組
合
は
、
に
ん
に
く
の
栽
培
講

習
会
も
開
催
し
、
生
産
者
を
増
や
し
た
。
生
産

者
協
議
会
を
設
立
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
言
わ

ば
、
産
地
を
創
っ
た
の
で
あ
る
。
本
事
例
は
、

地
域
金
融
機
関
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

れ
ば
、
新
た
な
産
業
を
興
す
こ
と
も
可
能
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑵
塩
沢
信
用
組
合
（
家
庭
円
満
51
）

　「
家
庭
円
満
51
」
は
、
地
元
の
工
務
店
50
社

と
連
携
し
た
期
間
51
年
の
住
宅
ロ
ー
ン
だ
。
対

象
者
は
20
代
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
塩
沢
信
用

組
合
で
は
、
経
営
再
建
の
過
程
で
住
宅
ロ
ー
ン

の
新
規
営
業
を
や
め
て
い
た
。
20
代
に
限
っ
て

再
び
住
宅
ロ
ー
ン
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
多
く

の
金
融
機
関
が
、
勤
続
年
数
の
短
さ
や
資
産
的

な
蓄
積
の
少
な
さ
を
背
景
に
、
若
年
層
に
対
す

る
融
資
に
厳
し
い
こ
と
を
逆
手
に
取
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　
ロ
ー
ン
を
借
り
て
住
宅
を
建
設
し
た
顧
客
を
、

請
負
っ
た
工
務
店
と
塩
沢
信
用
組
合
は
、
毎
年

訪
問
す
る
。
工
務
店
の
訪
問
は
、
建
築
し
た
後

に
不
具
合
が
生
じ
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
た

め
で
あ
り
、
信
用
組
合
の
訪
問
は
、
返
済
に
問

題
が
生
じ
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
た
め
で
あ

る
。
当
初
契
約
し
た
ロ
ー
ン
の
返
済
が
維
持
で

き
な
い
場
合
に
は
、
最
大
50
回
の
条
件
変
更
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
商
品
を
作
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
理
事

長
で
あ
る
小
野
澤
さ
ん
は
、「
一
生
に
一
度
の

買
い
物
で
あ
る
家
を
建
て
た
若
者
は
、
建
て
た

家
に
不
具
合
が
生
じ
な
い
か
、
借
金
を
返
せ
る

か
、
と
い
っ
た
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
を
貸
す
こ
と
は
不
安
の
種
を
提
供

す
る
こ
と
な
の
で
す
。
私
達
は
、
そ
ん
な
不
安

を
感
じ
て
い
る
若
い
カ
ッ
プ
ル
に
安
心
を
提
供

し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」
と
言
う
。

　
51
年
後
ま
で
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
が
約
束
さ
れ

た
ロ
ー
ン
商
品
で
あ
る
。
今
現
在
、
塩
沢
信
用

組
合
に
い
る
職
員
も
、
工
務
店
で
働
く
人
も
、

51
年
後
は
そ
こ
に
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ

も
、
実
際
に
は
、
期
前
返
済
が
見
込
ま
れ
る
の

で
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
51
年
間
も
借
り
続
け
て
い

る
人
が
い
な
い
。
こ
の
商
品
の
趣
旨
は
、「
塩

沢
信
用
組
合
か
ら
ロ
ー
ン
を
借
り
た
夫
婦
は
、

家
の
こ
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
こ
と
は
、
何
が

あ
っ
て
も
相
談
に
の
る
か
ら
、
心
配
せ
ず
に
家

を
買
っ
て
く
れ
」
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
心

意
気
が
、
連
携
し
て
い
る
地
元
の
住
宅
関
連
業

界
の
強
力
な
営
業
支
援
に
な
っ
た
。

　
本
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
地
元
に
お
け
る
若

者
の
就
職
支
援
（
う
お
ぬ
ま
就
職
応
援
フ
ェ

ア
）
や
一
人
親
の
高
校
生
を
対
象
に
し
た
給
付

型
奨
学
金
（
魚
沼
の
未
来
基
金
）
等
の
次
世
代

支
援
策
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
小
野
澤
さ
ん
の
理
事
長
就
任

（
2
0
0
8
年
）
以
降
、
そ
う
し
た
次
世
代
支

援
策
を
打
ち
出
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
塩
沢

信
用
組
合
の
経
営
再
建
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

も
書
い
た
。

　
塩
沢
信
用
組
合
で
は
、
思
い
切
っ
た
不
良
債

権
の
処
理
に
よ
る
赤
字
決
算
の
後
、
収
益
性
の

回
復
に
向
け
て
、
ま
ず
、
預
金
吸
収
の
2
本
柱

だ
っ
た
定
期
積
金
と
年
金
受
入
口
座
の
セ
ー
ル

ス
を
や
め
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
、
ダ
ン
ピ
ン

グ
競
争
に
な
っ
て
い
た
住
宅
ロ
ー
ン
の
新
規
営

業
を
や
め
た
。

　
職
員
50
人
の
力
を
集
中
さ
せ
た
の
は
事
業
性

貸
出
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
頼
っ
て
い
た
保
証
付

き
の
貸
出
を
や
め
て
、
プ
ロ
パ
ー
融
資
を
進
め

る
方
針
に
変
え
た
。
そ
れ
は
、「
保
証
に
頼
っ

て
貸
す
」
こ
と
を
や
め
て
、「
事
業
を
み
て
貸

す
」
方
針
へ
の
転
換
で
も
あ
っ
た
。

　
貸
出
額
が
回
復
し
始
め
る
と
、
事
業
者
支
援

に
集
中
す
る
戦
略
を
打
ち
出
し
た
。
当
初
段
階

で
は
、事
業
者
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
不
十
分
だ
っ

た
。
５
つ
あ
る
営
業
店
が
各
２
先
ず
つ
、
合
計
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10
先
の
企
業
を
支
援
対
象
に
取
り
上
げ
た
。
こ

の
10
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
集
中
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
事
業
者
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
を

図
っ
た
。
殆
ど
の
支
援
先
の
業
績
が
向
上
し
た
。

支
援
先
か
ら
感
謝
の
声
が
届
い
た
。
営
業
店
の

現
場
に
は
、
事
業
者
支
援
に
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
た
が
ゆ
え
に
、
確
か
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積

し
た
実
感
が
あ
っ
た
。

　
現
在
、
事
業
者
支
援
対
象
は
70
先
以
上
に
拡

大
し
て
い
る
。
ま
た
、
成
果
が
出
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
事
業
者
支
援
と
は
相
容
れ
な
い
ノ

ル
マ
に
基
づ
く
営
業
推
進
を
や
め
て
い
る
（
目

に
見
え
る
短
期
的
な
収
益
を
捨
て
、
目
に
は
見

え
に
く
い
長
期
的
な
価
値
の
向
上
を
選
択
し
た
）。

⑶�

第
一
勧
業
信
用
組
合
（
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
キ
ャ
ピ
タ
ル
）

　
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、
職

員
の
成
長
、
組
合
員
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繁
栄

と
、
信
用
組
合
と
の
関
係
性
の
深
ま
り
の
積
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の

を
信
用
組
合
経
営
の
目
標
と
す
れ
ば
、
計
数
・

収
益
は
自
然
と
つ
い
て
く
る
、
と
い
う
考
え
方

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
現
在
は
会
長
と
な
っ
た

新
田
さ
ん
が
、
第
一
勧
業
信
用
組
合
に
来
て
か

ら
の
戦
略
の
ベ
ー
ス
と
な
る
考
え
方
だ
。

　
新
田
さ
ん
は
、
第
一
勧
業
信
用
組
合
の
理
事

長
と
な
っ
て
、「
セ
ー
ル
ス
禁
止
」
を
打
ち
出

し
た
。「
セ
ー
ル
ス
を
す
る
と
、
お
客
さ
ま
の

気
持
ち
が
冷
め
て
し
ま
う
」
と
説
い
た
。「
私

た
ち
の
仕
事
は
、
町
の
人
た
ち
と
仲
良
く
な
る

こ
と
だ
」、「
祭
り
に
参
加
し
よ
う
」
と
職
員
に

呼
び
か
け
た
。
目
に
見
え
る
数
字
よ
り
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
貢
献
を
優
先
し
た
の
だ
。

　
以
前
の
第
一
勧
業
信
用
組
合
は
不
良
債
権
も

多
か
っ
た
。
中
小
企
業
へ
の
融
資
を
財
務
と
担

保
で
判
断
し
て
い
た
か
ら
だ
。
財
務
情
報
は
、

定
量
的
に
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
中
小
企
業

で
は
、
経
営
者
の
人
物
や
現
場
の
状
況
が
重
要

に
な
る
。
多
く
の
部
分
を
、
直
接
、
経
営
者
に

会
い
、
現
場
に
行
っ
て
、
感
じ
る
定
性
的
な
評

価
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
新
田
さ
ん
は
、
中

小
企
業
向
け
の
融
資
に
関
し
、
そ
う
し
た
定
性

情
報
重
視
を
打
ち
出
し
た
。

　
定
性
情
報
を
重
視
し
た
評
価
の
発
展
型
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ロ
ー
ン
だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ロ
ー

ン
は
、
東
十
条
商
店
街
ロ
ー
ン
、
台
東
区
の
皮

革
事
業
者
向
け
ロ
ー
ン
等
、
狭
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
単
位
ご
と
に
作
ら
れ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ロ
ー
ン
で
は
、
融
資
実
行
の
際
に
、
商

店
街
ロ
ー
ン
で
あ
れ
ば
、
商
店
街
の
組
合
長
等

の
推
薦
を
条
件
と
し
て
い
る
。「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
代
表
者
の
推
薦
」
の
形
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
定
性
情
報
を
吸
い
上
げ
て
い
る
訳
で
あ

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
定
性
情
報
は
、
対
象
範

囲
が
広
く
な
る
と
薄
ま
っ
て
し
ま
う
。
必
然
的

に
ロ
ー
ン
の
対
象
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
範

囲
は
小
さ
く
な
る
。
こ
の
た
め
、
第
一
勧
業
信

用
組
合
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ロ
ー
ン
の
種
類
は

4
0
0
を
超
え
て
い
る
。

　
本
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
用
し
て
い
る

と
い
う
意
味
で
、
第
一
勧
業
信
用
組
合
が
取
り

組
む
創
業
支
援
施
策
で
あ
る
「
ち
い
き
ク
ラ
ウ

ド
交
流
会
」（
以
下
、
ち
い
ク
ラ
）
に
つ
い
て

も
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
ち
い
ク
ラ
で
は
、
起
業
家
が
５
人
出
て
き
て
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
。
参
加
者
は
あ

ら
か
じ
め
１
人
1
，0
0
0
円
を
払
っ
て
い
て
、

5
0
0
円
を
運
営
費
に
充
て
、
あ
と
の
5
0
0

円
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
投
票
の

結
果
に
応
じ
て
配
分
す
る
。
起
業
家
が
資
金
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
な
お
か
つ
、
ネ
ッ
ト
で
は

な
く
て
リ
ア
ル
で
の
交
流
会
な
の
で
、「
起
業

家
本
人
に
会
え
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
元
み
ず
ほ
銀
行
の
永
岡
さ
ん
が
サ
イ
ボ
ウ
ズ

（
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
大
手
企
業
）
に
入
っ

て
、
ち
い
ク
ラ
を
や
り
始
め
た
。
な
お
、
ち
い

ク
ラ
を
主
催
す
る
の
は
、
各
地
で
手
を
挙
げ
た

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
で
、
サ
イ
ボ
ウ
ズ
は
ノ
ウ
ハ

ウ
の
提
供
等
の
支
援
を
行
う
位
置
づ
け
と
な
っ

て
い
る
。
第
一
勧
業
信
用
組
合
は
、
オ
ー
ガ
ナ

イ
ザ
ー
と
し
て
、
江
東
区
で
の
開
催
を
皮
切
り

に
全
部
で
23
回
を
主
催
し
、
全
国
ト
ッ
プ
の
実

績
を
上
げ
て
い
る
。
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ち
い
ク
ラ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
い
う
よ
り
も
、
起
業
家
と
地
域
の
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
参
加

者
は
、
金
融
機
関
、
自
治
体
の
創
業
支
援
担
当
、

税
理
士
、
中
小
企
業
診
断
士
、
地
元
の
事
業
者

等
で
あ
る
。
起
業
家
に
必
要
な
も
の
は
、
資
金

だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
の
で
あ
る
。

⑷
飛
騨
信
用
組
合
（
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
）

飛
騨
信
用
組
合
に
つ
い
て
書
い
た
章
で
は
、

林
謙
三
元
理
事
長
時
代
か
ら
の
改
革
に
触
れ
て

お
り
、
現
理
事
長
で
あ
る
黒
木
さ
ん
が
主
導
し

た
融
資
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
（
即
日
融
資
の
可

否
を
回
答
す
る
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
）

等
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
た
だ
、
章
の
題
名
に

は
、
日
本
の
電
子
地
域
通
貨
で
唯
一
成
功
し
て

い
る
「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」
を
取
り
上
げ
た
。

　
電
子
地
域
通
貨
は
、
そ
も
そ
も
難
し
い
サ
ー

ビ
ス
だ
。
決
済
サ
ー
ビ
ス
は
、
初
期
投
資
が
大

き
い
イ
ン
フ
ラ
事
業
で
あ
り
、
一
定
以
上
の
規

模
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
コ
ス

ト
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、

電
子
地
域
通
貨
は
、
利
用
地
域
の
範
囲
が
最
初

か
ら
限
定
さ
れ
て
い
る
と
の
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え

て
い
る
。

　
Q
R
コ
ー
ド
決
済
は
、
加
盟
店
側
に
ほ
と
ん

ど
初
期
コ
ス
ト
な
し
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
導
入
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
さ
る
ぼ

ぼ
コ
イ
ン
が
始
ま
っ
た
2
0
1
7
年
当
時
、
日

本
で
は
未
知
数
だ
っ
た
。
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
が

う
ま
く
い
っ
た
最
大
の
理
由
は
、「
先
行
し
た
」

こ
と
に
あ
る
と
思
う
。
サ
ー
ビ
ス
を
リ
リ
ー
ス

し
て
判
明
し
た
想
定
外
の
事
実
が
「
一
番
の
ヘ

ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
は
60
代
の
女
性
で
あ
り
、
さ
る

ぼ
ぼ
コ
イ
ン
を
実
際
に
使
っ
て
い
る
人
の
う
ち

50
～
60
代
の
女
性
が
半
分
ぐ
ら
い
占
め
て
い

た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
付
与
に

よ
る
お
得
感
に
最
も
反
応
し
や
す
い
層
か
ら
拡

が
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
。
現
時
点
で
は
、
大

幅
な
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
し
て
い
る
P
a
y
P
a
y

等
が
競
合
者
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
さ
る
ぼ

ぼ
コ
イ
ン
の
普
及
初
期
に
、
こ
れ
ら
の
競
合
者

が
い
た
ら
、
厳
し
か
っ
た
は
ず
だ
。
し
た
が
っ

て
、
成
功
の
最
大
の
背
景
は
、
当
時
、
先
行
す

る
事
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
中
で
、
古
里
さ
ん
を

は
じ
め
と
し
た
若
い
役
職
員
の
情
熱
に
か
け
て

み
た
飛
騨
信
用
組
合
の
度
量
に
あ
る
と
思
う
。

　
な
お
、
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
が
個
人
間
決
済
の

機
能
を
備
え
て
い
た
こ
と
は
、
普
及
に
プ
ラ
ス

と
な
っ
た
は
ず
だ
。
消
費
者
の
場
合
、
資
金
決

済
の
場
面
は
主
に
「
支
払
い
」
な
の
で
、「
受

取
り
」
を
想
定
し
た
準
備
を
し
て
い
な
い
。
店

舗
へ
の
現
金
支
払
い
は
、
店
舗
側
が
つ
り
銭
を

用
意
し
て
お
い
て
く
れ
る
の
で
、
問
題
は
生
じ

な
い
が
、
友
人
と
食
事
に
行
っ
た
際
の
割
り
勘

等
の
局
面
で
、
つ
り
銭
を
用
意
し
て
い
な
い
個

人
同
士
の
現
金
決
済
は
面
倒
な
も
の
に
な
る
。

個
人
間
決
済
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
潜

在
ニ
ー
ズ
は
高
い
。

　
さ
ら
に
、
飛
騨
地
域
の
地
理
的
条
件
も
プ
ラ

ス
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
1
日
に
数
カ
所
を

周
遊
す
る
場
合
、
そ
の
う
ち
の
1
カ
所
だ
け
で

決
済
手
段
が
異
な
る
と
、「
わ
ず
ら
わ
し
い
」
と

感
じ
る
は
ず
で
あ
る
。
都
市
圏
か
ら
中
途
半
端

に
近
い
と
、
そ
う
し
た
問
題
が
生
じ
る
。
飛
騨

地
域
は
、
そ
の
中
心
都
市
で
あ
る
高
山
に
行
く

の
に
も
、
名
古
屋
か
ら
さ
ら
に
数
時
間
が
か
か

る
。
日
帰
り
で
、
他
の
地
域
へ
の
移
動
が
難
し

い
陸
の
孤
島
的
な
環
境
は
、
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン

を
「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
中
だ
け
で
使
え
る
ク
ー

ポ
ン
」
と
同
じ
よ
う
な
位
置
づ
け
に
し
て
い
る
。

　
2
0
1
9
年
4
月
か
ら
は
、
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ

ン
を
経
由
し
て
市
税
等
の
支
払
い
が
可
能
で
、

市
役
所
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
金
融
機

関
に
出
向
く
こ
と
な
く
、
自
宅
や
外
出
先
で
手

軽
に
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
利
便
性
の

向
上
が
継
続
的
に
図
ら
れ
て
い
る
。

３
．
金
融
機
関
に
よ
る
地
方
創
生
と

コ
ロ
ナ
対
応
の
共
通
点

⑴
地
方
創
生
に
成
果
を
上
げ
る
金
融
機
関
の
ス

タ
ン
ス

信
用
組
合
だ
け
で
な
く
、
地
方
創
生
に
成
果

を
上
げ
て
い
る
地
域
金
融
機
関
に
は
共
通
し
た

ス
タ
ン
ス
が
あ
る
。
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１
つ
め
は
、
従
来
の
金
融
の
枠
を
超
え
た
新

し
い
取
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
金
融
機
関
の
多
く
が
、
慎
重
で
保
守
的

な
経
営
姿
勢
に
あ
る
た
め
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

苦
手
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
も
し
な
け
れ
ば
、

地
域
も
自
分
た
ち
の
組
織
も
じ
り
貧
に
な
る
。

　
２
つ
め
は
、
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
活
用
さ
れ

て
い
る
の
は
、
資
金
と
い
う
よ
り
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
多
く
の
取

引
先
を
持
つ
金
融
機
関
に
と
っ
て
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
こ
そ
が
潜
在
的
な
資
源
だ
。
金
融
機
関

で
あ
る
な
ら
ば
、
新
た
に
地
域
事
業
を
行
う
際
、

足
り
な
い
部
分
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を

埋
め
る
先
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
地

域
金
融
機
関
は
、
地
方
創
生
事
業
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
適
し
た
能
力
を
持
っ
て
い
る
。

３
つ
め
は
、
取
組
む
金
融
機
関
が
重
視
し
て

い
る
も
の
が
、
目
に
見
え
る
収
益
で
は
な
く
、

目
に
は
見
え
に
く
い
長
期
的
な
価
値
で
あ
る
こ

と
だ
。
本
に
お
い
て
、
信
用
組
合
を
取
り
上
げ

た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
は
、
協
同
組
織
金
融

機
関
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
営
利
で
は
な
く
、
相

互
扶
助
を
ベ
ー
ス
と
し
た
関
係
者
全
体
の
発
展

を
重
視
す
る
文
化
が
あ
る
か
ら
だ
、
と
感
じ
て

い
る
。

⑵
コ
ロ
ナ
対
応
へ
の
応
用

　
8
月
末
に
、「
実
践
か
ら
学
ぶ
地
方
創
生
と

地
域
金
融
」
で
取
り
上
げ
た
信
用
組
合
を
対
象

に
、
出
版
報
告
を
兼
ね
た
意
見
交
換
会
を
行
っ

た
（
9
月
初
め
の
「
熱
い
金
融
マ
ン
列
伝
」︿
週

刊
金
融
財
政
事
情
連
載
﹀
で
取
り
上
げ
た
い
わ

き
信
用
組
合
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ
た
）。
意

見
交
換
の
中
心
テ
ー
マ
は
、コ
ロ
ナ
対
応
で
あ
る
。

　
各
信
用
組
合
の
話
を
聞
く
と
、
目
先
の
収
益

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
つ

つ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
、
と
い
っ
た
前
述

の
ス
タ
ン
ス
が
、
そ
の
ま
ま
コ
ロ
ナ
対
応
と
し

て
も
発
揮
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
ず
、
資
金
繰
り
面
で
は
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
の
融
資
や
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
保
証
の

対
象
と
な
ら
な
い
企
業
に
対
し
、
全
先
が
プ
ロ

パ
ー
融
資
で
支
援
し
て
い
た
。「
取
引
先
か
ら

コ
ロ
ナ
感
染
症
を
原
因
と
す
る
倒
産
を
一
つ
も

出
さ
な
い
」
と
明
言
し
、
政
府
の
支
援
が
明
確

で
は
な
い
3
月
の
段
階
か
ら
プ
ロ
パ
ー
融
資
で

対
応
す
る
信
用
組
合
も
あ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
問
題
で
よ
り
重
要
な
の
は
、
売
上
の

ほ
と
ん
ど
を
失
っ
た
先
に
つ
い
て
、
売
上
回
復

の
対
策
を
ど
う
支
援
す
る
か
で
あ
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
①
飲
食
店
の
前
払
い
で
の
利
用

券
の
購
入
、
②
組
合
経
費
で
一
人
3
，0
0
0

円
の
出
前
ラ
ン
チ
の
注
文
、
③
信
用
組
合
内

S
N
S
上
で
の
取
引
先
商
品
の
販
売
、
④
景
品

付
き
定
期
預
金
へ
の
取
引
先
商
品
の
採
用
、
⑤

給
付
金
の
申
請
支
援
等
、
様
々
な
施
策
が
取
ら

れ
て
い
た
。

　
今
回
、
特
に
重
要
な
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
対
応

で
の
支
援
で
あ
る
。
各
信
用
組
合
で
は
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の
支
援
や
、
E
C
、

越
境
E
C
と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
販
売
へ
の
斡
旋
が

行
わ
れ
て
い
た
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
の
支
援
が
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
の
は
、
各
信
用

組
合
が
こ
れ
ま
で
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
て
い
た
か
ら
だ
。

　
飛
騨
信
用
組
合
の
話
で
は
、
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ

ン
に
つ
い
て
は
、
飲
食
店
で
の
デ
リ
バ
リ
ー
対

応
に
お
い
て
、
配
達
員
が
Q
R
コ
ー
ド
を
印
刷

し
た
紙
を
持
っ
て
行
き
、
そ
の
場
で
決
済
が
で

き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
の
ア
プ
リ
内
で
、
デ
リ
バ

リ
ー
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
対
応
で
き
る
事
業
者

の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
な
ど
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。

　
信
用
組
合
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
デ
ジ
タ
ル

対
応
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
コ
ロ
ナ
で
も
活
き
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
下
に
お
い
て
、
飲
食
で
は

U
b
e
r
E
a
t
s
を
活
用
で
き
た
先
と
そ

う
で
な
い
先
、
小
売
で
は
E
C
を
活
用
で
き
た

先
と
そ
う
で
な
い
先
、
イ
ベ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
で

は
Z
O
O
M
を
活
用
で
き
た
先
と
そ
う
で
な
い

先
で
は
、
明
ら
か
に
差
が
つ
い
て
い
る
。
組
合

員
の
た
め
に
も
、
職
員
（
テ
レ
ワ
ー
ク
等
）
の

た
め
に
も
、
信
用
組
合
に
お
け
る
今
後
の
デ
ジ

タ
ル
対
応
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
期
待
し
た
い
。




